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士
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主
Lu

こ／
1

～せ

-
•
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~
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必
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八
日

者
0

町
元
主
は
T
3

と
を
た

A

ず
f

トに
-
L
9
 

’
 

か
ぬ
ま
え
怠
し
て
い
る
に
の
＂
ピ
息

―
二
日

一
臼
庄

_
‘
t
r
H
 

、
iJ

'ゞ‘、
1
'
.
A
j
¥
’

し｛`
＂亥こ

3

凸
ず

の
ハ
告
ま
-
'
力

r’,^人
0

示

f
t・，＂．ヽ＞，卜'>>

公
民
罪
距
率
、
加
芸
間
<

白
兌

0
忠
占
か
極
め
一
し
冷
<
f

れ

1
/
に，＇ 
t̀f-94 

•‘~d 

年
間
検
診
を
又
け
て

氾
饂

咄

一
ビ
な
く

f
}ナ
林
に
於
て
農
莱
尿
訓

it-‘ ・札~ 

r 

て

し‘

ょ
す

゜
炉
者
か
多
い
は
か
り

A
丁
来

3

行
性
か
ら
無

を

に

支
しr
な

ヵぅ

っ

スこ
！ ,．、．
i i. 

今
及

示多`

.
、

j

け
て
い
た
ゞ
く
こ
と
応
祐
し
ま
し
f

は
瓜
化
と
し
て
莫
人
な
恐
に

0
ーは

地
区
国
囁

疹
臼

I;~1;'~‘ 

本
月
の
出
米
こ
と

―
―

-
l↓
 

4
{
-
i
'
 

）
 
-
l
 

―
―
一
日

・

7

、

'

,

9

,

A

r

v，
或
少
ー
エ
芯
り
守
5

4

3

カ

’ヽし

,~ 

,t~J 

忠
古~i 

1
,
~
i

、

i
'
'
)

っ
こ
と
思
わ
い
ま
丁

0

，
 

序
｀
―
j

，

打

ち

合

了

f
>、
1

で
f

況

二

次

[

{

即

喜
投
郡
詞
人
迎
臼
云
川
上

土叉
上

Jl

こ

1
J
 

、
ー
目
i

に右4
日ー

L
'

の
化
亡
は
著

中
て
止
む
を
得
ぬ
人
も
あ
り
，

栢
核
健
康
診
断
実
施
に
つ
い
て

4

こ
店
苔
口

r
r
l
"
9
r
?
 

什

叫

三

卜

丘

｝

＇ 

~·~:‘,' 
~
1
9

『
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て
ヽ
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図
人
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,
t
,
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~
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遮
叫
陣
善
を
中
心
と
す
る
依
迫
症
ば

あ
り
、
し
か
も
こ
い
に
対
し
根
本
的

な
的
確
な
治
療
が
な
い
現
状
で
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
そ
の
予
防
面
、
ソ
ー
ク
ワ
'

ク
チ
ン
を
中
心
と
す
る
予
防
接
種
に

非
常
な
期
待
俎
奇
せ
ら
れ
て
お
り
、

予
防
接
植
緊
急
措
置
（
厚
主
省
公
衆

術
主
局
長
雌
迩
）
に
よ
り
左
記
の
雌

り
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
ワ
ク
チ
ン
誠
の
不
足
に
よ

り
特
に
か
か
り
や
す
い
乳
幼
児
に
行

．
い
ま
す
。

ャャ＇↓｛

9}43,¥Fr'・ 

り

~
9
~
-
'

一

三

民
主
政
治
は
、
主
権
者
で
あ
る
国

底
が
選
挙
し
た
代
表
に
よ
っ
て
、
政

治
が
運
営
さ
れ
る
制
度
で
あ
り

r
r
)

の
慈
味
で
選
挙
こ
そ
民
主
政
治
の
基

競
を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ー
選
挙

に
対
す
。
国
民
の
考
え
方
が
進
み
正

し
い
選
李
を
通
じ
て
虞
に
そ
の
名
に

値
す
る
よ
う
な
国
民
の
代
表
が
選
出

さ
れ
＾
ょ
か
ど
う
か
と
言
う
こ
と
こ
そ

ま
さ
に
民
主
政
治
を
成
功
さ
れ
る
か

ど
う
か
の
鍵
で
あ
り
ま
す
。

政
治
と
正
し
く
明
る
＜
す
る
た
め

'
[
 

•
三n

に
、
ま
ず
そ
の
条
件
で
あ
る
正
し
い

明
心
い
選
挙
を
実
現
し
よ
う
と
昭
和

対
象
者
自
阻
二
四
・
七
•
一

至
昭
―
―
―
五•1
ハ
・
三
二
十
七
年
以
来
、
公
明
選
挙
運
動
が

一

の

間

の

出

王

者

全

固

的

に

展

開

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

接

種

方

法

（

三

回

接

種

）

し

か

し

過

去

の

実

哺

生

み

る

と

ま

だ

弟

一

回

一

c

c

弟

一

・

回

と

ま

だ

選

挙

進

反

は

そ

の

跡

を

絶

た

ず

第

二

回

と

公

明

選

挙

の

実

現

に

は

、

な

お

日

時

を
か
さ
せ
ね
な
け
れ
は
な
ら
な
い
現

第

二

回

一

C

C

の
間
隔
二

越
削
＼
六

迫

IHl

状
で
あ

n
ま
す
3

こ
の
よ
う
な
視
状

第

三

回

‘

-

c

c

た
け
に
一
日
も
早
く
公
明
選
挙
実
現

第
二
回
の

接
柚
か
ら
、
"
.

七
カ
月
後
‘
"
ぬ

H
な
迎
え
る
た
め
、
新
し
く
有
権

注
射
料
金
の
徴
収
（
一
回
分
者
と
な
ら
れ
，
，
乞
百
年
男
女
の
方
々
の

三
丘

0
円

）

新

鮮

な

情

熱

と

正

義

感

に

ま

つ

と

こ

ち
が
特
に
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
。

1

全
額
免
除

1
主
活
保
護
の
家

こ
こ
に
昭
和
三
十
五
年
に
満
一
一
十
才

に
迩
し
た
肯
年
男
女
及
び
三
十
六
年

庭

2
5
-
4
減
免
ー
本
年
艮
に
於
て
中
に
儲
二
十
オ
に
逹
す
る
肯
年
男
女

'

胆

民

税

の

均

等

を

対

象

と

し

て

選

挙

に

関

す

る

感

想

文
を
券
巣
し
、
選
挙
権
の
重
要
性
に

凱
の
み
な
課
迂

ら
れ
て
い
る
家
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
為
に
左
記
要

領
に
よ
り
留
っ
て
応
券
下
さ
い
0

、

庭

一
、
恙
想
文
3
内

容

と

標

提

新

有

権
者
と
し
て
の
選
挙
に
対
す
る
自

全
額
徴
収
ー

1
、

2
以
外
の

家

庭

覚

を

内

容

と

し

た

も

の

漂

題

は

制

二
月
六
H
~＼
八
日
~
限
し
ま
せ
ん

i

-

『

枚

数

四

百

字

詰

原

稿

用

砥

五

四
5
 実

施
月
日

新
有
確
者
感
想
文

成

人

式

挙

行

．

枚

以

内

三

、

応

榊

資

格

昭

相

十

五

年

一

月

-
R
か
ら
同
十
六
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
者

四
締
切
期
日
昭
和
―
―
―
卜
六
年
ニ

月
五
日
（
同
日
付
消
印
有
効
）
．

五

、

提

出

先

東

京

都

千

代

田

区

蕗

ケ

関

一

の

二

自

冶

省

選

挙

局

菅

理
課

六

｀

入

避

発

表

昭

Nj-

＝-+1ハ
年
四

月
五
日
付
公
明
選
挙
闊
報
に
発
表

す
る
と
共
に
入
選
者
に
通
知
し
ま

す

七

、

賞

状

及

び

貨

金

人

選

者

は

次

の
通
り
と
し
自
治
大
臣
が
賞
状
及
、

び
賞
金
を
贈
里
し
ま
す

区

分

作

品

展

質

命

一

等

一

作

品

一

五

、

0
0
0
円

二

等

二

作

品

、

五

｀

0
0
0
円

三

等

三

作

品

三

、

0
0
0
円

四

等

若

干

八

応

募

注

意

1

応
募
者
の
住
所
、
氏
名
（
と

も
に
ふ
り
が
な
を
付
け
る
こ
と
）

性
別
、
生
年
月
日
及
び
職
梁
乞

原
稿
の
末
尾
に
明
記
す
る
事

2

感
想
文
封
入
の
表
面
た
下
に

「
感
想
文
在
中
」
と
明
記
の
半

3

応
経
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
4

役
秀
作
品
が
な
い
場
合
は
入

選
者
が
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

5

人
選
作
品
は
、
公
明
選
卒
運

勁
の
た
め
自
由
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
さ
ま
す
。

募
集
に
つ
い
て

第
十
三
回
成
人
式
は
、
千
五
日
午
祁

十
時
よ
り
町
没
場
階
上
に
於
い
て
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
成
人
酋
几
十
四
名

に
印
鑑
や
人
主
読
本
を
賭
り
、
成
人

者
の
新
し
い
門
出
を
祝
福
し
た
。



酪
股
経
耳
の
改
菩
を
は
か
る
一
っ

と
し
て
詞
科
目
給
~
虔
向
上
計
画
の
曲

立
な
ら
び
に
共
施
の
た
め
の
講
習
会

な

た

の

日

捏

で

曲

催

し

ま

す

。

函

農
家
全
員
の
出
席
を
麒
い
ま
す

一
、
日
時
一
月

1-+H
一
時
よ
り

丘
時
ま
で

一
、
軍
折
材
に
つ
い
て

当
の
為
に
折
れ
た
り
削
れ
た
り
し

た
立
本
が
多
く
出
た
嘔
と
源
い
ま

す
が
打
口
、
削
れ
一
～
と
こ
る
を
除

い
て
迫
材
す
れ
ば
、
普
通
材
の
価

格
別
表
柑
瘍
の
通
り
売
れ
ま
す
の

で
お
甜
ら
辻
致
し
ま
す
。

国
れ
た
木
を
起
し
ま
し
ょ
う

酋
の
為
に
倒
れ
て
い
る
＊
（
ス
ギ

ヒ
ノ
キ
．
マ
ツ
十
年
生
以

F
の
も

の
）
を
起
し
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
宮
が
求
る
お
そ
れ
も
有
り
ま

オ当り

長

1 3. 2 
松 備 考

(4m) 

1 3. 2 

(4 m) 

1 o・. o 

6. 6 

(2m) 

6. 6 
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2 0. 0 

足
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5 0上

場

飼
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目
給
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進

講

営

会
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催
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兼

F
弘

チ
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森

マ
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大
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渡

辺

弥

巾

郎
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谷

桜

出

要

苔

何

谷

西

出

留

吉

宇

相
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河

臼

タ

マ

ヨ

人

口

先

h
-
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四
一
五
ハ

．女

i

―
-
、
丘
じ

Q
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.
叶
パ
、
几
八
八

世

希

故

一

｀

i

―-Ji-
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森
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祖
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便
り
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木
炭
検
資
所

木
炭
生
産
組
合

ー

当

荷

叫
相
二
十
六
年
一
月
末
日

日

．．． 囚

3 3. 5 0 

35.50 

3 8. 5 o-

0

0

 

5

5

 

．
．
 

2

5

 

3
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1尺当り 14円～19円

特
に
庄
息
し
允
分
に
入
れ

る
＊
）
＇

当

紺

元

眩

川

木

炭

生

産

組

合

及

眩

成
谷
支
所

ざつペルプ材

末口 2.0、t.l::6鬱 6尺
しい用材

未口 50.J:: 6.6尺

上記は県森連市売場の中値1卦勅である

11 i1J O 0践

なr

1411100践

一
粂
の
規
定
に
よ
り
い
か
な
る
雌
由

も
問
は
ず
す
ぺ
て
閲
易
裁
判
所
へ
届

出
遜
反
通
知
を
す
る
刈
＇
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
間
面
軍
に
お
か
れ
て
活

し
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
必
ず
十
固

lel
以
門
に
尼
出
を
済
ま
せ
電
過
料
．
の

制
裁
な
ど
受
げ
る
ド
の
な
い
様
庄
怠

致

し

ま

し

ょ

う

。

．

直
お
届
出
江
決
し
て
む
つ
か
し
い

手
続
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
役
場
へ
「

は
ん
＇
」
を
持
っ
て
お
出
で
に
な
れ
ば

閥
単
に
で
き
ま
す
。

/6/ /,.L 
名宇 山・予、大―--

荷和 II fl II II 烏 ”'I II 子””
谷川 坂 林谷町
死 出の
中上渡富川冨兼・中冽井 1刻矢水山
亡川川辺水腸永下川卦腸口卦池口生二人
辛浩 1疹 乗 1疹弘公忠省リ 相吉 任口

代・
子司次学．恵ニナニ季+リ仁江浩 士凱J

-、縣

木
炭
の
品
質
向
上
の
た
め
本
年
も
一

月
末
よ
り
二
月
上
旬
の
閲
に
町
。
郡

o
uポ
と
岨
次
木
炭
品
評
会
が
消
催
さ

れ
る
＊
に
な
り
ま
し
た
の
で
凌
良
炭

（
切
特
級
丸
）
の
当
品
方
を
御
依
頼

申
し
ま
す
U

調

歪

叫

炭

特

級

丸

（

炭

質

凌

良

な
る
初
）

俵

詰

必

又

は

ダ

ン

ポ

ー

ル

詰
め
（
直
目
に
つ
い
て
心

俵'
り

装

l
 

・ダ（．也

木
炭
品
評
会

出
品
に
つ
い
て

二
、
場
所

肱
川
町
没
場
隣
上
ホ
ー

ル

―
―
-
‘
講
師
県
畜
産
課
技
師

幽
、
テ
キ
ス
ト
は
当
日
交
付
す
る

す
の
で
起
す
人
は
淡
雪
が
降
(
;
て

も
倒
れ
な
い
様
に
棒
を
立
て

4
光

全
に
起
し
て
下
さ
い
。
足
な
ど
で

起
し
た
の
は
い
け
な
い
。
完
全
に

-．
 

起
す
こ
ど
が
一
番
よ
い
の
で
す
が

労
刀
其
の
他
で
完
全
に
起
す
ギ
が

出
来
な
い
方
ぱ
も
う
一
時
待
っ
．
万

が
よ
い

皆
さ
ん
住
氏
登
録
は
お
洒
み
に
な

っ
て
お
り
ま
す
か
0

.

.

住
所
が
か
冬
っ
た
の
に
ま
た
届
出
ん
―

し
て
い
な
い
ガ
や
、
は
術
王
が
尖
っ

た
の
に
そ
の
祁
I

出
を
し
て
い
な
い
ガ

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ヂ
臼
さ
ん
が

庄
戊
登
球
ー
竺
3

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

当
町
の
店
氏
．
℃
あ
る
こ
と
が
認

g
ら

れ
る
と
固
峙
に
．

If
所
の
趾
明
、
扶

捉
．
永
朕
の
証
明
．
不
勁
点
益
録
に
関

す
ろ
臆
抄
本
、
中
鑑
証
咀
、
国
戊
年
、

誼
講
求
．
3
騰
抄
本
、
失
柴
床
戌
綸
付

の
抄
本
等
、
住
民
娃
録
に
基
く
谷
褪

の
証
明
の
交
付
を
お
求
め
に
な
る
こ

と
が
て
き
ま

f
o

な
お
七
れ
ば
か
り
で
ば
な
く
こ
れ

に
よ
っ

t
谷
人
の
住
所
が
判
明
じ
、

区
域
別
心
現
人
口
が
明
ら
か
に
な
り

ま
す
か
ら
谷
種
行
政
北
粉
の
逍
要
な

資
料
と
な
っ
て
活
ilj
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
こ
の
住
展
登
録
も
皆
さ

ん
の
正
確
な
届
出
に
基
く
も
の
で
な

け
れ
ば
決
し
て
正
し
い
人
口
と
は
言

え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

虜

つ
い
て
お
し
ら
せ

「
庄
民
登
踪
届
出
励
行
」

に

法
作
で
・
ば
駆
初
申
し

k
げ
た
よ
う
な

紛
合
に
ば
．
咬
ず
十
四
H
以
月
に
届
出

を
す
る
義
務
を
自
な
せ
て
お
り
、
岩

し
こ

3
期
閲
内
に
届
出
を
怠
る
と
過

料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

住
民
登
録
施
行
当
時
は
こ
の
住
戌

登
録
の
制
度
が
充
分
晋
及
さ
れ
ず
従

っ
て
届
出
を
怠
る
人
が
多
数
あ
り
ま

し
た

3

で
，
こ
れ
ら
の
人
に
対
し
て

は
特
別
の
紛
合
を
除
き
、
い
ち
い
ら

蘭
易
裁
判
所
今
廂
出
進
反
雌
俎
を
す

る
こ
と
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た

が
肢
近
な
住
艮
登
録
制
度
も
次
弟
に

皆
さ
ん
の
間
に
知
れ
渡
り
｀
し
か
も

住
戌
嶼
の
利
用
も
阻
当
増
加
し
て
お

る
閲
系
上
昭
包
ニ
ト
六
半
一
月
一

H

か
ら
ば
屈
出
期
間
を
経
過
さ
れ
た
方

々
に
対
し
て
は
住
浅
登
絃
法
第
三
．
十
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＆
 

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
な
ど

公
的
年
金
制
度
の
期
間
通
異
な
ど
の

閥
迎
は
昨
年
六
月
米
公
的
年
金
制
度

通
算
調
整
連
絡
漏
諏
会
で
検
討
さ
れ

て
き
た
が
さ
る
十
二
月
二
日
公
的
年

こ
の
要
領
に
も
と
ず
い

金
制
度
に
お
け
る
期
間
通
麻
制
艮
要

綱
を
決
定
｀

て
通
輿
を
行
う
こ
と
に
十
i

一
月
十
1

ハ

H
閣
謡
決
定
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

円
部
陣
吾
の

恨
討
珀
ま
る

視
在
国
民
年
金
制
度
の
し
く
み

:l

は
船
害
年
金
は
外
部
疾
患
の
拉
げ
た

け
が
う
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
内
部
疾
患
は
一
応
除
外
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
内
部
疾
患
の
場
合
も

年
金
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
園
民
年

金
審
厳
会
の
委
員
会
で
検
討
を
は
じ

め
ま
し
た
。

か
け
す
て
が

な
く
な
り
ま
し
た

被
保
険
者
で
満
期
削
に
死
亡
し
た

者
は
一
応
か
け
ず
て
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
な
く
、
な
り
、
死

亡
一
時
金
制
度
が
出
来
ま
し
た
。
被

，
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
そ
の
遺
族

に
（
妻
・
子
・
兄
弟
）
死
亡
者
の
か

け
た
保
険
金
が
支
払
ら
わ
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

公
的
平
金
澗
度
の

朋
閲
通
算
制
度

閣
議
で
決
定

福
祉
年
金
を
本
年
中
に
申
請
す
る

人
は
明
治
二
十
四
年
生
れ
で
主
れ
た

月
が
き
た
人
で
す
。
少
々
早
目
に
申

請
な
し
て
下
さ
い
。

そ
の
他
国
民
年
金
測
展
に
つ
い
て

納
涛
い
か
ぬ
点
は
申
出
て
下
さ
い

福
祉
年
金
の
申
請
者

繰
上
減
頷
支
給

制
度
が
出
来
ま
し
た

老
令
年
金
の
支
給
開
始
年
令
六
十

五
オ
が
お
｝
て
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
も

相
当
ゐ
り
ま
す
の
で
、
一
般
的
に
は

今
後
平
均
余
命
も
伸
び
る
の
で
誌
外

国
と
く
ら
べ
て
も
六
十
五
オ
が
お
そ

す
ぎ
る
と
い
う
椒
論
は
必
ず
し
も
い

え
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
｀
個
々
人

に
と
っ
て
は
ま
た
一
般
論
で
き
め
つ

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
で
て
き
ま
し
ょ

う
。
こ
う
い
う
わ
け
で
六
十
丘
オ
ま

で
、
と
て
も
持
つ
こ
と
が
出
来
な
い

と
い
う
人
は
希
望
に
よ
っ
て
六
十
才

か
ら
く
り
あ
げ
減
数
年
金
を
実
施
し

よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
内
容
に
つ
い
て
は

次
第
に
我
々
の
意
に
そ
う
よ
う
改
正

が
行
な
わ
れ
て
行
き
ま
す
か
ら
加
入

届
を
し
て
い
な
い
人
々
は
一
日
で
も

早
く
提
出
し
て
下
さ
い
。

(2) 

也
rL
直
の
哨
数
・
戸
ぷ
は

次
の
要
鉗

•
J実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
今
年

は
町
産
業
の
特
色
を
生

か
し
｀
内
容
を
充
実
し

た
い
計
画
で
い
ま
す
の

で
多
数
の
参
加
を
願
い

ま
す
。

↓‘ 

目
的

四 ニニ
(1) 
実二夷 協主の

、め 肱川町産業祭

展展施月施 賛 I嶺研
示示内下場 さ

二月下旬に実施
柿会容旬所貿町肱 /1,
目 を内川のの生し産

幽 求各町機意産｀物展
測・ め国1眩会欲物経品示
川 る体川とを 1)) 営評会
に ， 険 l!IJ す紆j品の会及
て 関公るめ質改をび

に民． る改善 実股
協誼 た善．や施林

品
評
会

品
目
及
び
出
品
数
戴

米
（
一
合
）
木
炭
（
一
俵
又

ば
原
炭
五
本
）
●
い
た
け
（

二
0
0グ
ラ
ム
約
五

0
匁
）

鵠
卵
．
（
三
ケ
）
サ
イ
レ
ー
ジ

（
皿
キ
ロ
約
一

f
)

り

出

品

方

法

及

び

集

荷

計

画

は
後
日
誼
知
す
る

回

木

炭

、

し

い

た

け

は

一

括

処
分
し
｀
時
価
で
代
金
を
支

活
改
善

股
業
経
営
・
畜

産
・
林
朝
・
据

蚕
・
果
樹
•
生

水硝品糧特性表 （町採種囲産）

I ! I 

~ 品種名↓ 

米 歴 特 性 の 概 要

股林22培 近畿15号X
早生、長程、穂訊型、イモチ病に強い耐虫性

劣る。胡麻薬枯j内に弱い、倒伏やや、しやす
・（近畿51号） 近畿9号

い、山If暉冷地付に適す

ミホニシキ
辰林12号X愛知旭

中晩生、中間型、愛知｝ltlに比べ耐病性に冨む

（農林68号） が耐旱牲劣る。平担部の秋落地に適す

II 「,金'ヤ南一 風亀

良作x愛知中主旭
巾庶短枠、穂数型、イモチ1丙に ,J試いが白築

枯、紋枯病に弱い平担竹IS(J)杷沃田に適す

中弁 17'6. 4 8 中晩生、穂重型、耐虫性劣る。イモチ病に強

X い倒伏I生中、小株密植、秋落出晩期栽培に適

亀治34号 す。

コトブキ規i 早生、短枠、中間型、耐病、多肥性、肥沃田

（股林藩53号）
双築X早生桜類

、 多肥栽培及び山11.iJ高令地に向く

り

出

品

の

三

を

入

賞

と
し
、
附
長
貨
を
交
付
す
る

八
,

J

 j
 

国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
数
の

確
認
に
つ
（
い
て

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
数
は

侮
年
四
月
一
日
現
在
を
以
っ
て
確
定

し
、
保
険
税
を
賦
課
し
て
い
る
の
で

す
。
従
っ
て
四
I

月
一
日
以
降
の
異
勅

に
対
し
て
は
保
険
税
の
人
員
割
額
変

更
は
出
米
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

＼ 「----．．'.  --→ 11 
習うより使っで慣れようメートル法！ ！ 
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l i i 近く面積がメートル法になります
i ,． 9 

i i 
ー・ ,．1 1アール（ ）は約 1畝 (10米4方の広さ） ｝ 

i 

i ; 1ヘクタール（ ）は約 1町 (10 0米四方の広さ） l 
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こ
れ
に
与
え
る
。

ム
う
。

す

せ
の
他
は
出
品
貨
で

の
で
す
。

そ
れ
で
御
手
許
に
あ
る
国
民
健
康
↑

保
険
被
保
険
者
証
を
見
て
い
た
だ
さ
1

転
出
者
、
転
入
者
が
あ
る
に
も
拘
ず

保
険
者
証
に
其
の
ま
ま
記
載
さ
れ
て

あ
る
も
の
は
三
月
三
十
一
日
迄
に
必

ず
保
険
者
証
と
印
鑑
と
を
御
特
参
の

上
届
け
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。


